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お知らせ

町
民
体
育
大
会
を
開
催

　

９
月
26
日
（
日
）
に
恒
例
の
第

41
回
町
民
体
育
大
会
を
町
民
グ
ラ

ン
ド
に
て
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
の
た
め
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
と

な
り
ま
す
。

お知らせ

公
立
刈
田
綜
合
病
院
職
員
募
集

１
．
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
開
設

に
伴
う
専
属
職
員
募
集

職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　

看
護
師
５
名

　

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士　

各
１
名　

２
．
臨
床
検
査
技
師
職
員
募
集

職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　

臨
床
検
査
技
師　

１
名

《
共
通
事
項
》

受
験
資
格

〈
看
護
師
〉

　

昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
当
該
職
種
の
免
許

を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
23
年

４
月
30
日
ま
で
に
免
許
を
取
得
す

る
見
込
み
の
方

〈
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
る
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

れ
る
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘

れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り

月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度

や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が

多
い
６
か
月
前
納
・
１
年
前
納
も

あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
ご
持
参
の
う

え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は

年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

大
河
原
年
金
事
務
所
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４
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言
語
聴
覚
士
、
臨
床
検
査
技
師
〉

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
当
該
職
種
の
免
許

を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
23
年

４
月
30
日
ま
で
に
免
許
を
取
得
す

る
見
込
み
の
方

試
験
日
時
お
よ
び
試
験
内
容

・
試
験
日
時

　

10
月
８
日
（
金
）
10
時
30
分
～

・
試
験
種
目　

作
文
試
験
、
面
接

試
験

・
試
験
場
所　

同
病
院
大
会
議
室

採
用
予
定
日

　

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降

　

（
既
に
免
許
を
お
持
ち
の
方
は
、

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。）

受
験
手
続
き

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募
集
要
項
に

記
載
し
て
い
る
提
出
書
類
を
、
期

間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
方
は
、
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
､
郵
送
の
場
合
は
９
月
30

日
（
木
）
ま
で
の
消
印
有
効
で
す
。

申
込
受
付
期
間

　

９
月
１
日（
水
）
～
９
月
30
日（
木
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

同
病
院
総
務
課

　

☎
２
５

－

２
１
４
５

　

（
内
線
２
４
０
６
）

地元産米を食べよう
　七ヶ宿源流米ネットワークは、七ヶ宿産米のブランド化を目指し活動を展開してきました。

活動の一環として湯原地区柳沢水田の「水田環境調査」を受け「水田環境特Ａ」に認定され、

更に「米・食味鑑定コンクール」に出品し、金賞及び特別賞等を二年連続受賞しました。　

　全国でも数少ない米を作る環境特Ａに認定されたことや、米の美味しさを競う大会で「日本

一」になったことで、七ヶ宿産米のレベルの高さを全国にアピール出来たところです。　七ヶ

宿源流米ネットワークでは地元の方々に広く「七ヶ宿産米」の安全・安心・美味しいお米を食

べて頂くため、２２年度産米の先行予約を実施いたします。　

　米の販売につきましては、３０kg単位とします。

価格表

銘　　柄 数　量 単　価 備　考
ひとめぼれ ３０kg ８，０００円 町内価格（玄米）

やまのしずく ３０kg ８，０００円 町内価格（玄米）

※販売する米は、七ヶ宿源流米とします。
・申込み先　　「旬の市七ヶ宿」農林産物直売所　
・申込み期間	　	平成２２年９月２０日まで

【特別販売】

※　平成２１年産米　「やまのしずく」３０㎏玄米　７，０００円で９月１０日まで販売いたし

ます。（町内に限り配達いたします。）

　お米の事ならお気軽にご相談ください。

　問い合わせ先　「旬の市七ヶ宿」農林産物直売所　☎３８－１０５０

　七ヶ宿源流米ネットワークでは、共に活動する仲間を募集しております。

　お問い合せ先　産業振興課農林係　担当　渡部　　☎３７－２１１３

「建設業退職金共済制度」について
「建退共制度」は建設現場で働く人のために、中小企業退職金共済法という法律によって昭和

３９年に国が作った退職金制度です。

　加入できる事業主：建設業を営む方

　対象となる労働者：建設業の現場で働く人（一人親方も任意組合を通じて加入出来ます。）

　掛金：１日３１０円（掛金は全額事業主負担）

制度の特長　①国の制度なので安全確実で手続き簡単

　　　　　　②掛金は損金扱い

　　　　　　③国が掛金の一部を補助

　　　　　　④退職金は企業間を通算して計算

　　　　　　⑤運営費は国が補助

詳しいことは、建退共宮城県支部までお問い合わせ下さい。

電話 022-263-2973

ホームページアドレス http：//www．Kentaikyoi.taisyokukin.go.jp

安全　安心　美味しい

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

h
ttp
://w

w
w
.k
a
tta
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i.m
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a
g
i.jp

暴
力
団
問
題
等
無
料
出
張
相
談

所
の
開
設
に
つ
い
て

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
・
安
心
し
て
相
談
を
!!
～

　

弁
護
士
や
相
談
員
が
暴
力
団
等

に
関
す
る
困
り
ご
と
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
予
約
不
要
）

日
時

　

平
成
22
年
９
月
７
日
（
火
）

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所

　

白
石
市
大
手
町
１
番
１
号
白
石

市
役
所
３
階
第
３
会
議
室

相
談
員

弁
護
士
（
仙
台
弁
護
士
会
民
事
介

入
暴
力
被
害
者
救
済
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
）
警
察
官
（
宮
城
県
警

察
本
部
暴
力
団
対
策
課
担
当
捜
査

員
）
宮
城
県
暴
力
団
追
放
推
進
セ

ン
タ
ー
相
談
委
員

相
談
内
容

　

暴
力
団
問
題
で
お
困
り
の
方
、
暴
力

団
事
務
所
の
立
ち
退
き
要
求
、
組
抜
け
、

ヤ
ミ
金
融
、
書
籍
の
一
方
的
送
付
に
よ

る
購
読
要
求
、
債
権
取
立
、
エ
セ
右
翼
・

エ
セ
同
和
問
題
等
で
お
困
り
の
方
、
そ

の
他
暴
力
団
問
題
等
に
関
す
る
困
り
事

相
談
は
、
何
で
も
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
宮
城
県
暴
力
団
追
放
推
進

セ
ン
タ
ー

☎
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宮
城
県
警
察
本
部
暴
力
団
対
策
課

☎
０
２
２

－

２
２
２

－

８
９
３
０


